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産学連携の形とフルーツ

産学連携は、しばしば大学のシーズと企業のニーズとのマッチングというあ
りきたりの構図で取り上げられることが多いのですが、今回ご紹介する成功
事例のうちの一つは、企業のニーズに大学が乗って進めた結果、新規事業と
なり化学プラントの新設・稼働に至った例です。ニーズとシーズが合致し
た例も含めて、死の谷を乗り越える鍵は企業側の熱意と実行力ではないか
と考えます。本講演では、演者の研究を産学連携の観点からご紹介すると
ともに、広島大学の大学院再編と所属する先進理工系科学研究科の概要を
ご紹介します。
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特 別 講 演

日時 リーガロイヤルホテル広島
4Fロイヤルホール

場所

お申込み
※�本講演は広島大学フェニックス協力会総会の特

別講演です。

　�総会は会員の方対象です。特別講演はどなたで

もご参加いただけます。
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